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日にち
10/26（月）
11/  2（月）
11/  9（月）

時　間
13:30～
17:15～

　　　　　　　　　　内　容
第10回農業委員会総会
納期限日夜間窓口（～19:30）
秋季全国火災予防運動（～15日）

　 場　所
□本 中会議室1
□本 収納課

手話コーナー
VOL.54

■問 □本 福祉課障害福祉係（☎内線1154）

　今月は「柿」の表現をご紹介します。
2種類の表現があります。

表現①わん曲させた右手の指先を手前
に向けて、かじるようにします。

表現②右手の親指と人差し指を軽く折
り曲げ、あごに近づけて2回下ろしま
す。

市YouTube
手話チャンネル表現②表現①

□本 ＝本庁舎　□松 ＝松井田庁舎　□谷 ＝谷津庁舎　□ク ＝碓氷川クリーンセンター　□ス ＝安中しんくみスポーツセンター

インフォメーションカレンダー

特別展「安中藩士 海保家」
〈関連イベント〉申込受付中

○演武・講演会
「安中藩伝来根岸流手裏剣術」
講師・演武：根岸流手裏剣七代
宗家　早坂義文氏
■日 10月18日（日）
■時 午後1時30分～3時30分
■場 ふるさと学習館
■￥ 200円（観覧料含む）
■定 50人
■応 要事前申込。当日空きがあれ
ば受付可。
■問 学習の森
（☎027－388－0038）

Vol.83地域おこし協力隊活動報告
蚕糸業の課題解決のため2年目の決意

▲公式SNS

　市は、使用希望者に対して戸別
受信機（※）を有償貸与しています。
※戸別受信機は屋内に設置する受
信機で、市が防災行政無線で発信
する避難・防災情報などを受信
し、お知らせするものです
■対 市内に居住する高齢者（65歳以
上）または障害者（障害者手帳を所
持する人）のいる世帯
※原則、1世帯につき1台まで
※聴覚障害がある人は、文字表示

付きの戸別受信機を選択できます
負担金　1台2,000円（貸与時に一
度限り）
申請場所
・旧安中地域：□本 危機管理課
・旧松井田地域：□松 松井田振興課
■持 ①貸与対象者であることを確認
できる書類（運転免許証、マイナ
ンバーカード、障害者手帳など）
※代理申請の場合は、代理人の本
人確認書類もお持ちください

②負担金2,000円（現金のみ）
■他 防災行政無線の放送内容は、安
中市メール配信サービスや安中市
公式防災アプリ「防災あんなか」
でも確認することができます。詳
しくは市■HP をご確認ください。
■問 □本 危機管理課危機管理係
（☎内線1135）

防災行政無線の戸別受信機を有償貸与します

　相続、遺言、信託、成年後見制
度に関して税理士が相談に応じま
す。
■日 11月15日（日）
■時 午前11時～午後4時

■場 LABIバンケット高崎（高崎市栄
町1－1 LABI1 LIFE SERECT高
崎5階）
■￥ 無料
■定 先着16人※要事前予約（電話）

申込期間　10月29日（木）～11月
6日（金）※土日祝を除く午前10時
～午後4時　
■申 ・■問 関東信越税理士会群馬県支
部連合会（☎027－234－6131）

関東信越税理士会群馬県支部連合会による
相続、遺言、信託、成年後見制度に関する無料相談会

詳しくはこちら

電子申込 ■HP 

　みなさんお久しぶりです！地
域おこし協力隊の真野涼平で
す！協力隊に着任して2年目に
突入し、早くも半年が経過しま
した。
　振り返ると、私がこの業界に飛び込んで
からも状況は大きく変わることはなく、日
本の養蚕業はいまだ消滅の危機に直面して
います。若者が一人入ったところで、現状
はそう簡単に変えられないと思い知らされ

る毎日です。去年の全国の養蚕農家数は113戸となり、ついに「100
戸未満」という現実が目前に迫ってきています。今年、あるいは来
年には100戸を下回るかもしれません。
　実は、この農家数はすでに極めて少ない状態です。私が拠点とす
る碓氷製糸が年間操業に必要な繭の量は約30トンですが、現在の全
国の繭生産量も約30トンほどです。その限られた量が全国の製糸工
場に分配されるため、国内の現場ではすでに繭が深刻に足りていな
い状態です。昨年はこの厳しい現状をより深く知り、情報を集め、
多くの方とつながることに奔走しました。そして2年目となる今年
は、この現状を打破するための具体的なアクションを起こしていき
たいと考えています。
　安中の、そして日本の伝統を守り抜くため、一歩ずつ前進してま
いります。どうかこれからも温かい応援をよろしくお願いいたしま
す！　


